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　能装束，男物で す。 QO番圉の ス ラ イ ド ＝ 亀 甲つ な

ぎに雲板桐文様厚板 ・林原美術館蔵）唐織りの見事な

物 。 （lles目の ス ラ イ ド＝段に網代雛芥子文様 唐織 ・

同 上 ）（1E番 自の ス ラ イ ド短 冊 枝垂桜文様厚 板 ・
同上）

q3番目の ス ライ ド＝草花の扇面散し文様縫箔 ・
永青

文庫蔵）。 極め て 対照的な色の取 り合わせも大 いに注

目すべ き 点 で す。

一見す る と非常に さりげな い 世界 で

すが ， 決 してそうではありません 。 皆様がご覧にな っ

て い る物は色 が退色して い るとお考えくださ い
。 ほ こ

りも乗っ て お ります。 今 ご 覧にな っ て い るもの を取り

上げて，か つ ての時代と い うのは侘び，寂びとお考え

になるの は大間違い で す 。 透き通るような天然染料の

成果が浴れ返 っ て い る の だ 。 それで い ながら決して雑

然とした り， 賑やかにな っ た りしていな いという ， 非

常に巧妙な，高度な色彩 の 取 り合わせ 。 そう い う世界

を我々はも っ て い るの で あると いうこ とを，申し上げ

たか っ たわ けで す 。

　大変舌足 らず で まだ申し上げる こ とがた くさんあ る

の ですが，一応 こ う い う こ とで 。 また後程機会があれ

ば申し上げた いと思 い ます 。 どうも失礼 いた しま した 。

こ れ で 私 の 話を終わ り ます 。　　　　 （こ の 項 以上）

松田 ：切畑先生どうもあ りがとうございました。美 し

い色彩 の ス ラ イ ドを拝見 しましたが，あ る い はそ う で

あろうかと思 っ て いた補色，反対色等価値配色と い う

の が ， 日本 の 色彩の 特質 で ある と い うの が先生の お話

で よく理解 で きま した 。

切畑　健

1936年大阪生 。 1963年京都市立美術大学日本画科卒業，

同年より京都国立博物館学芸課勤務 ， 工芸室染色担当

（文部技官）。1990年より大手前女子大学日本文化学科

教授 。

竃 t ．　
＾

フ ァ ッ シ g ン に見る日本の色彩
〜 日本の フ ァ ッ シ …ヨン カラ ー に ロー カ リテ ィ はあるカ

藤田　征芳 Masayoshi 　F：uJita 社団法人 日本流行

松田 ：続き ま して ，El本の和服 の 色か ら
一

般 フ ァ ッ シ

ョ ンの色に移りま して，流行色に つ い て藤田征芳先生

か らお伺い します。 藤 田先生は社団法人 Eヨ本流行色協

会の理事と し て
， 事務局 長 を長 くお務め で し た 。 国際

流行色委興会の 日本代表であり ， 主要メンバ
ー

として

活躍されて い た方で ， 洋画家で もあります。 フ ァ ッ シ

ョ ン関係で はおなじみ の 先生 で ありま して 「フ ァ ッ シ

ョ ンい見る日本の色彩』〜
日本のフ ァ ッ シ ョ ン カラ

ー

に ローカ リテ ィ はあるか〜と い う テ
ー

マ で お話 しを い

ただきます 。 藤 田先生 よろ しくお願 いいた します 。

藤田 ：皆さん こ ん にち は 。 ただ今紹介い ただきま した

が，日本流行色協会で，現在参与を務めて い ます藤田

征芳 と申します。 今 日 い ただ い て い る演題 は，『フ ァ

ッ シ ョ ン における 日本の 色彩』で す 。 こ れは三 十数年

閻私がや っ て ま い りました色の，それも流行色の予測

をする業務 で す 。 いろ い ろ皆様のお力をか りなが らや

っ て 来た，仕事の 中身を通 じて の お話 しが で ぎ る の で

はないかと思 い ます。

◇ローカリテ ィ とプ ロ ヴ ィ ンシ ャ ル

　今コ
ー

デ ィネーター
の松田豐先生が，日本のフ ァ ッ

シ ョ ン カ ラーに ロ
ーカ リテ ィ は ある か と い う ，

こ れは

プロ グラムの副題 にな っ て い る部分です 。 こ こ の部分

に 関 して ， ち ょ っ と悩み を感 じました。 と い うの は ロ

ー
カ リテ ィ とい う部分に対 して ， 私は多少意固地なの

かもわか りませんが，個人的な こ とを申し上げて 恐縮

ですが，私は 昭和 19年 9月 6 臼青森県弘前市と い う と
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こ ろ に生 まれて お ります 。 ですか ら今日このよ うな高

い演壇でお話 しするの は （津軽弁で）『大変恐ろ し ゅ

う て，び っ くりして ，ど っ て ん ぶ ちまけて る じゃ」て

い う，こうい う ロ
ーカ リテ ィ の ある方言を使 っ て お話

しをするのが 1番得意なわけです 。 さて ， なぜ悩んだ

か と申 しますとサ ブテーマ が〜日本の フ ァ ッ シ ョ ン カ

ラ
ー

にローカリテ ィはあるか〜ですよね 。 と い うこ と

は ， 有るか ， 無 いか ， どちらかの結論を短時闘 にださ

なければならな い の で はな いか と悩んだ次第 です。

　親の遺言 で はない で すが ， 悩んだとき は辞書を引き

なさ い と い うのがありま し て
， 英語の辞書を引かせ て

い ただきました 。

　ロ
ー

カル ・匚コ
ー

カ リテ ィ と い うとこ ろですが，私が

今あえて 津軽弁 で ち ょ っ とフ レ
ー

ズを出しま したが ，

地方出身 の者にと っ て は非常にロ
ー

カル，地方色だと

か ロ
ー

カ リテ ィ と い う言葉に対 しては ， 都だとか首都

だとかお上だとか で すね ， 非常に対照的に感じ取る 。

ある意味で は引け目を感じる ところがあるの ですが，

辞書を開 い たと こ ろ ローカル ，場所．土地，特定の地

方と い うのがまず出 て ま い ります。 それ で 首都に対す

る いわゆる 地方 の意は ， プロ ヴィ ン シ ヤ ルを用 いるの

だ と い う こ となん ですね 。 私も津軽出身 ですから ロー

カ リテ ィ があ っ てというようなことだ っ たんですが ，

これからは 『私は津軽出身で プ ロ ヴ ィ ン シャ ルな人間

で す』と い うノ3・うに 言わなければな ら な い の で はな い

か と 。 それで辞書には首都もまた地方なので ロ
ー

カル

である と い う意が書い て あ ります。 例えば フ ァ ッ シ ョ

ンを語る，フ ァ ッ シ ョ ン と い い ますと，衣 ・食 ・住す

べ て に亙 っ て，言語学的に菖 えぱ存在するのですが ，

こ の際衣服，それも洋服と い う立場で フ ァ ッ シ ョ ン を

考え て いきますと，
“

フ ァ ッ シ ョ ン の都パ リ
”

だ とか

“
フ ラ ン ス

”

だとか
“
音楽の都 ウイ

ーン
”

だとか ，

“

芸

術の都ローマ
”

だ とか，何か今ま で 色んな こ とで 言わ

れ ておりますけれど，かつ て はやっ ぱり洋服とい う立

場で言うと ， 日本はプロ ヴィ ンシャ ルであ っ たのだろ

うと 。

　今日お話 しい ただ い て る 先生方 の ス ライ ドを
一
緒に

見させ て い ただ い て ， ず っ と r日本の色彩」と い い ま

すか，「日本の色』『日本の』と い うようなと こ ろでの

用例を多く見ざせ て い ただ い て お ります 。

　特に そ う い う 意眛で は
“
洋服

”
い い ます と ， こ れ又

変な話で 日本画 ・洋画と い うふ うに ， 絵の世界 で も洋

画 と 日本画 と い う の があ ります。 私が描 い て い る絵は

そう い う意味で 言 い ますと洋画の 立場になるわけです

が ， そう い うことで考え て いくと，フ ラ ン ス 画だとか，

イタリア画 だとか，ドイツ画とい うふうには彼の国で

は吾い ません 。 要するに絵画と い うジ ャ ン ル で創造す

るわけで すか ら，そう い う意味で喬うとそ れぞれが ロ

ー
カルです。 な にもパ リだけがフ ァ ッ シ ョ ンの都では

な くて ， 東京で あろうが，
ロ ン ドン で あ ろ うが ，

ニ ュ

ーヨーク で あろ うが，それぞれが ローカル と い う こ と

であ っ て ，
こ の辞書にしたがっ た解釈をすれば，私は

今 日の 旧 本の フ ァ ッ シ ョ ン カ ラ
ー

に ロ
ー

カ
1
丿テ ィ

ー

はあるか」と言う こ とに関して は ， 独断かもわかりま

せ ん けども，「ローカ リテ ィ
ーがあ ります』とお答え

しなければならな いと思います。

◇インタ
ー

カラ
ー

の生 い 立ち

　さ らにレジ ュ メにも書かせ て いただ いて いますが，

洋服の色とい う こ とに 関 して は，日本だけで はなく海

外の色んな情報機関との交流がありますが，イン ター

カ ラ
ー

（毎年 2回パ リで開かれる国際流行色委員会〉

に参画させ て い ただ い た経験から，それぞれの ローカ

ル ，要する にイタリア ・
フ ラ ン ス

・イギ 1
丿ス などをは

じめ ， 今現在 ， 日本を含めて世界 18力国の代表が集ま

っ て，それぞれ の 国の トレン ドを予測 し， 2年先の 流

行色がどのような方向になるかと い う こ とを打ち合わ

せ ， 協議をやる場が ご ざ い ます 。 1968年に発足 して い

ますが，こ の 1963年の結成がどう い う意味と目的だ っ

たかというと，日本の流行色協会の常任理事でおられ

ま した ， 菓工大の稲村耕雄 先生 ， フ ラ ン ス の フ レ ッ

ド ・カルラン 氏，それか らス イ ス の ミ ロ ウ ・E ・レニ

ア ッ チ氏と い う方々が， 今回の AIO の大会の前身に

該当するかと思 い ますけれども ， 世界色彩会議 とい う

のがイタ リアのパ ドヴ ァ で開かれたと記憶して い ます

が，今から要するに30数年前のその会議の席上で 「今

後の生活を考え ， 工学的なもの だとか物理学的なもの

だけで はなくて ，フ ァ ッ シ ョ ン の 色をそれぞれの 国の

情報を通 じて審議をしよう じゃ なしAか』ということで

フ ラ ン ス ・日本 ・ス イ ス の 先の 3氏が集ま っ て ， イ ン

ターカ ラ ー （国際流行色委員会 ）と い うの が発足 して

お ります。 で すか ら 日本が遅れて い た わ けで はなくて ，

こ の発足時から発起人国として参画 し， そ して今日コ

ー
デ ィ ネ

ー
タ
ー

を して いただ いて います松田豐先生も

日本流行色協会の理事 の お立ち場 で ， 発足 して 5年後

の 1968年に ， 第 B 回の会議 に ご 参加 して い ただ い て い

ます 。 で すか ら時間が ご ざ い ま した ら そ の 当時の お話

しと，現在はどうな っ て い るか とい うふ うな こ となど
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も，何秒か は言葉を交わせる こ とが で きるの で はない

かと思います 。 さ て その 国際的に，言 い換えれば要す

る にすべ て の ローカル で ある国々の ， それも フ ァ ッ シ

ョ ン，洋服と い う領域 で も っ て，トレン ドを予測をす

る会議が 1963年からほぼ35年経っ て も続い て おります，

そ の 中 で 先 陣の かたがたと今現在あと 1週間もすれば

1S99年の色を各国の人達 と審議をする会議がパ リで行

われます 。 こ の歴史の中ではさ まざまな紆余曲折があ

っ た で しょ うが，大局的に見ますと，か つ て の 日本は

プロヴィ ン シ ャ ル であ っ たのだろうかな と思 い ます 。

要する に プ ロ ヴィ ン シ ャ ル と い うの は 田舎者で粗野な

と い うよ うな訳語がつ いていますか ら，フ ァ ッ シ ョ ン

なか でも衣服の とい う立場で い うと ， 多少そう い う時

期 と立場があ っ たのだ ろうな と 考え ます 。 た だ し最 近

で は ロ
ー

カ リテ ィ それぞれの都市として，それぞれの

国として のプ ライ ドをも っ た発需を して い （ ， さらに

その発言 されたもの の 中から結論がだされて お ります 。

それで その結論を考え ていくにあた っ て，3 つ ほどレ

ジメのほうに手掛かりとして の ヒン トを書かせ て いた

だ い て い ます。

◇情報の 同時性

　 1つ め は情報の同時性とい う こ とで あ ります 。 フ ァ

ッ シ ョ ン の み ならず生 活者のす べ ての場面が， 今では

ほぽ同時に情報が受信，発信で きる態勢が で ぎ て お つ

ます 。 メデ ィ アの発達，さらに はフ ァ ッ シ ョ ン の世界

で い い ますとフ ァ ッ シ ョ ン 雑誌等の提携や ， 編集タイ

ア ッ プだとかがあ ります。ひとつ 例を申し上げますと，

日本のアパレルだとか，い ろんなフ ァ ッ シ ョ ン業界の

かたがた ， デザイナ
ー

だとか企画のか たがたが ， 年に

2回ジ ャ ン ボジ ェ ッ ト機 7台分 に相当するといいます

か ら2』口O名以上がパ リ に傾向調査に伺う こ とが あ り

ます。こ れはプルミエ
ール ヴィ ジ ョ ン と い う世界中か

ら生地問屋ざんが集 ま っ た展示会です 。 我々羽田か ら

初めて ヨ
ー

ロ ッ パ へ 行 っ た こ ろ， 1 ドル B60円時代に

行っ た こ ろは ， なんか錦の御旗を立て て 頑張 っ て 来い

よ，と い う感 じだ っ たん で すけど ， 今は日常茶飯事も

うジ ェ ッ ト機で普通 の 電車に棄 る が こ とく ヨ
ー

ロ ッ パ

へ 行 っ て，情報をお互 い に共有しあ う時代 にな っ て お

ります 。 という こ とは何も遅れた り外れたつと い う こ

とで はなく ， それ以外に も っ と多くの 目で確かめ る時

代に入 っ て 来て い るの で はないかというこ とが一
つ 。

　そ れ から仕向け先 市場 こ れ は業界用語かもわか つま

せ ん けれども，買 っ て 戴きた い，売 Dた い 先の情報を

知る こ とによ っ て ， その市場 に対する適切な色 で あ り，

デ ザ イ ン な りを訴求する こ とが出来る とい う こ とで す 。

それが今現在はEヨ本が仕向け先市場 に な りつ つ ある と

いうことです 。 か つ ては我 々が向こ うに行 っ て何がし

かの外貨を払っ て買 っ て きたの ですが，向こ うの 人達

から日本のかたがた に 買 っ て もらい た い，になっ た 。

ということは日本の経済状態がそれだけ余裕が出てき

たのだと い う こ とを彼らは見取 っ て い ます。 そうなる

とやはり日本人の流行の トレ ン ドにあ っ たものを，彼

らが い か に早く情報を入手 して ， それ に適合した色を

つ けて 日本に送 り込もうかと い う こ と 。 これも今 まで

と違 っ て今後も期待がかけられて い る所で す。極端な

例を いいますと ， 我々
一

生 に
一

度 で もい い から向こう

に 行 っ て，フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ
ー

を 見 て み た い も の だな，

と思 っ ておりましたけれども，最近は向こ うの方々が

日本に き て フ ァ ッ シ ョ ンシ ョ
ー

をや っ て くれるように

なりま した 。 それも大き い変化で はないかと思 い ます。

　もう
一

つ ，日本の色がエ キゾテ ィ ッ クから脱却， X

キゾテ ィ ッ クというのはさまざま解釈があ りますけれ

ど，こ の場合は異国情緒 と い う こ と。異国情緒の なか

には，伝統だ と か慣習のなかである もの，と い うふ う

に解釈してもい い の で はない かとおもい ますか ら，そ

れか ら脱 出したと い う ことは，ものを考え て 作 っ て く

ださるク 1
丿工

一夕一
の方々が，何もプ ロ ヴィ ン シ ャ ル

で はな くな っ て き て い ますよ ， と言う こ と。まあ こ こ

で 申し上げるま で もな く， ケ ン ゾ
ー

ざんだとか，イ ッ

セ イざ ん だとか，山本耀司さ ん だとか，コ ム デギャ ル

ソンだとかは，パ リで 色んな方々とお会い したときに，

あれ？ケ ン ゾ
ー

は日本入なの ？と い うふうな ， その く

ら い 『私たちの ケ ン ゾ
ー

の洋服 よ』と い う ふ う な意識

にな っ てぎて い ると い う こ とで，これは敢えて い うな

らば ， も う絶対プ ロ ヴ ィ ン シ ャ ル で はな くな っ て き て

い るん だとい う こ との 3 つ の まとめ で す 。 で，イ ン タ

ー
カラ

ー
のお話 しに加えて申し上げたいと思 い ますけ

れど ， 日本の イ ン タ
ー

カラ
ー

が発足 当時か ら参加 して

初期の こ ろ は向こ うの 人達の 意見を輸入 して くる 。 向

こ うでは こ んな色が流行 っ てる，こんな色が向こ うで

は多 く話題にな っ て るよ，と い うの を日本に帰 っ てき

て ス ピー
カ
ー

する ， そんな時代が結構こ れまで 過 こ し

て きた時代にはあ っ たか と思 い ますが ， 19日1年から続

けて イ ン ターカ ラーの 会議に参加させ て 戴 い た私の経

験上，つ くづ く考えたの は，それま で はどうもテ
ーブ

ル の 片隅で，日本に帰っ た らこれは こ んな報告を しよ

うと い うメモ を取 っ て い る自分がい たわけ ですけども，
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1987年あたりか ら，各国か ら出席の人達の態度 も非常

に変わ っ てま い りました 。

◇先進水準の提案色

　皆様の ご記憶に エ コ ロ ジーとい う単語があ ろ うかと

思 います。イ ンターカラ
ー

の席上で 『エ コ ロ ジー』が

ネーミ ン グにあがりました 。 これは色の世界で 非常に

阜 い 取りあげではなか っ たか と思 い ますが，19日8年の

イ ン タ
ー

カラ
ー

の会議で初め てエ コ ロ ジカル とい う単

語が出て ま い りま した 。 日本に帰っ て き て 又英 語の辞

書を引きま した ら，生態学と い う 3つ の 漢字しかな く

て，『来年か らは生態学のフ ァ ッ シ ョ ンだよ』という

ふうに，非常に苦い 思 い を したの で す 。 1981年に参加

して 5〜6年経 っ て ，エ コ ロ ジーとい う単語が出て，色

を審議 した時代 ， その辺 りか ら ， 私が思うにはこ れは

完全 にフ ラ ン ス も 日本 もイギリス も差がなくな っ て き

て ， お互 い に 同時ス タ…トのキーワ
ー

ドによ っ て色を

考え られる 。 それで も っ
』
ζ 日本か ら私がも っ て 行 っ て

主張 した色が，たまたま 旧朋 年で 申しますとイ ン タ
ー

カラ
ー

の決定色がEB色あっ たわけですが，そ の EB色の

中に日本か らも っ て 行 っ た色が 10色は い っ て い ま すa

非常にこれはうれしか っ た で す。 オ リンピッ クに行っ

て日の丸の旗を 1本も揚げない で帰っ て くる選手団の

思 い がわかる くら い に， それま で はな に か こ う コ ッ ソ

リ帰っ て きて ，向こ うで は こ うだ っ たという ス ピー
カ

ー
役だ っ たのですが，こ の辺りからEヨ本の色も非常に

真剣に俎上 に上げられ検討されるようにな っ て e 日本

の主張も彼らと同じように対等で 語る こ とが出来るよ

うにな D ま した 。 それで日本の色と して で はなく世界

の 色として 発表される機会が多く出て ま い りました。

時間が尽き て い ますの で その辺の ところを数 枚の写真

と ， 最後 に ち ょ っ と音楽をお聞 き い ただ い τ 終わりた

い と思 い ます 。

　各国がそれぞれの予測色 を会議にも っ て ぎ て提案す

るわけで すが
， 今お 見 せ して い る の は，こ こ に ある の

が 1992年の Eヨ本の提案色の原本です 。 と い うこ とは 2

年前ですから1990年に会議があ っ たときに こ の 色をも

っ て 行 っ て い るわけ です。 真ん中に あ るオレン ジの 色

に ご 注圉くだ ざ ればと思うので すが，旧92年は こ記億

にあるよう に
，

バ ル セ ロ ナ で オ リン ピ ッ ク があ っ た 年

です。 世界のイベ ントぐるみいろんなものが，バルセ

ロナと い う とこ ろから太陽の国とい うイメ
ージ にもな

っ て くるの で，日本と して はオ レン ジを中心 にした ス

トーリ
ー

で も っ て 臨みま した 。 ここにある90年 6月 11

一

日という日付が92年の色を審議する会議の El付 けです 。

　実はイ ン ターカラ
ー

の 会議には各国か ら代表を 2人

送り込む こ とが出来まして，日本の提案を私と日本流

行色協会の理事 を務めておられ ます堤邦子理事がプレ

ゼ ン テ
ー

シ ョ ン をしで い ると こ ろ で す。さ て そ の プレ

ゼ ン テ
ーシ ョ ン の結果，決定色が全部で 25色あるの で

すが ， このなか で 92年に対 して は25色の中 で ， 色票の

素材を見て い ただけば分か りますが 7色，日本の 色が

入 っ て おります 。 な に もあそ こ に 日の 丸の旗があっ て，

こ れが日本 だ よ と い うような こ と はありま せ ん けど 結

果的にはそうな っ て い ます 。

　と い う こ とで日本は フ ァ ッ シ ョ ン の中でプロ ヴィ ン

シ ャ ル で はな くな っ て きた ， さらに色 は世界と同時多

発 に考えられる時代に．入 っ て き たという こ との ，
一

端

をお見 せ したわ けです
’
。

　こ れはオ
ー

トクチ ュ
ー

ルのニ ナ リ ッ チが発表した ス

テ ージの ス ラ イ ドで ご ざ い ます 。 たまたまオレン ジの

流 行色が92年にあ っ た：わけですが， オ レン ジをアピー

ルするために補色の グリ
ー

ン も ス テ
ー

ジに添えた ， 非

常に コ
ー

デ ィ ネ
ー

トされ た場面 じゃ な い か と思 い ます 。

で は
， 日本で は ど う だ っ たか とい う と

“

オレ ン ジ を極

める
”

と婦人雑誌にも出て ， 当時流行 した ことにな り

ます。 もう
一

枚，最後にな つます。 ち ょ っ と音楽を い

れて い た だ けま すで し よ うか 。 こ れは今日の い ろんな

領域の先生方のなかでお話 しがあ っ たわけですけども，

現在い ろんな意昧で バ リア が フ リー一にな っ て きたと い

う こ とがあります 。 これは色とは関係ない食の場面 で

ご ざ い ますけども ，
こ の中には色んなものが ございま

す 。 現状こ う い う状況で はな いかと 。 今の 音楽，ど っ

かで 聞い た こ とがある の で はないかと，もう好きな方

な ら ， あれは誰の云々というのはおわか りじゃ ないか

と思 い ます 。 こ れは実は鬼平犯科帳と い う日本 の 時代

劇 。 テ レ ビで やっ ておりますけれど，それの エ ン デ ィ

ングテ
ー

マ につ かわれ ている曲で あります。 池波正太

郎さんの 原作 で すけども ， 時代劇 で すか らEヨ本 の 作曲

家云々と思われがち ですけども，実はそ うで はありま

せん Q 日本の時代劇 と い うプ ロ ヴ ィ ン シ ャ ル な芝居の

中で使われ て い こ うが関係な く，ち ょ うど10年前にリ

リース された，ジプシ
ー

キ ン グス と い う フ ラ ン ス で活

躍 した 人達 の ，
tL
イ ン プ レ ッ シ ョ ン

”

と い う 曲で ご ざ

い ます 。 と い う こ とは意味も何も解説がなければ池波

正太郎 の 鬼平犯科帳 で一
件落着 し た と こ ろ で こ の曲が

かか っ て 『ああ今 日もよか っ たなあ』と，日本人 と か

ヨ
ー

ロ ッ パ人を意識 しない で1 耳か ら情報が伝わ っ て
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きて い るの で はないか と。 ということは色 で も今後ど

うなるかと い う こ と に 関 しては，まだまだあるわけで

しょ うけれ ど も ， 現状で い い ま す と こ の演題 で い た だ

い た
“

日本の フ ァ ッ シ ョ ン カラ
ー

に ロ
ー

カ リテ ィ
ー

は

あるか
”

ということに関 しては 「ローカリテ ィ
ーはあ

る，ただ しプロ ヴィ ン シ ャ ル で はな くな っ て きたんだ

よ』と い う こ とを付け加え て させ て い ただきます。 わ

れわれ日本流行色協会か ら ，
これからもインター

カラ

ー
の 情報をお届 けした い と思います。と同時に日本の

フ ァ ッ シ ョ ンの 情報も流行色協会として ， 皆様にお届

けさぜて い た だ ければと 思 い ます。 時間が押し て 別な

方の こ迷惑 にもな っ て いるようで すの で ， いずれに し

ても色は国際的にな っ てきて ， 『日本も恥ずかし い 思

いをしな くてもよくな っ たん だ な
一」と い う こ と で終

わつに した い と思 います 。 ご静聴ありが とう ございま

した 。

松田 ：藤 田征 芳先生 で ござ いました 。 流行色の在り方

にっ い て多角的なお話しを頂戴致しま した 。 私の経験

か ら 申 し ま し て
， 流行色 と い う の は 『流行るべ き必 然

性のある色をプロ モ
ー

トしないと流行 らない」という

こ とでありまして，『流行るべ くして流行るのが流行

色である』とこのように ご理解いただきたい と思いま

す。 藤田先生あ りが とう ご ざ い ま した 。 ［文責者註 ：

日本の地理的条件，気象環境，歴史的背景 ， 生理的条

件に立脚 した適切な色彩を望みた い と思 います］

藤田　征芳

1944年生 。 弘前大学卒。日本 流行色協会理事 ， 事務局

長を経て現在参与。 インターカ ラー日本代表，パ リ ・

オ
ー

トク チ ュ
ール ・プ レ ス 認可取材等を務める 。 大潮

展 で 文部大 臣賞 ， 示現会 で安田火災美術財団奨励賞等

受賞。 日本色彩学会理事 。

▲ 1　．
▲
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工 業製品に見る日本の色彩
〜 今各産業界が生お色は コ ー デ ィネ

ー
トが成立するか 〜

木村 一 男 Kazuo 　Kimura （社旧本インダストリアルデザイナー協会理事長

松田 ：続きまして木村
一

男先生に
“
工業製品に見る日

本 の色彩
”

をテ
ー

マ に ご講演いただきます 。 各産業界

か ら生 み 出される製品の 色が ， 生活の場 で コ
ー

デ ィ ネ

ー
トが成立 する こ とを考え，そ う い う よ う に作ら れ て

いるのか，どのような経過で色がつ けられて 行くのか，

こ う い う問題をテ
ー

マ にお話しをいただぎたいと思い

ます。 木村先生は現在国際デ ザイ ン セ ン タ
ー
専務取締

役 ・（社）日本 インダス トリア ル デザ イナ
ー協会理事

長
・名古屋工業大学非常勤講師です 。 木村先生 よろ し

くお願い致します 。

木村 ：た だ 今 ご 紹介 を い た だ ぎ ま し た木村で ご ざ い ま

す 。 今松 田先生からご紹介を い た だきま したよう に，

今日の 私に与え られま したテ
ー

マ と い うのが
“
工 業製

品 に見る 日本の色彩
”

と い う こ とでして，工業製品，

今私が付けて おりますこ の時計から自動車，あるい は

皆さんが家庭で使っ て い らっ しゃ るた くさんの家電製

品 ， それか ら大き くいいます とそこの近 くを走 っ てい

ます新幹線 ， そう い っ たもの の 全 て が 工 業製品 で ご ざ

い ますから，そ うい っ た大変多様な，ある い は多彩な

製品の色彩 につ いて ， この与え られた時間の中で全て

を論ずる と い う こ とは大変難し い訳で ご ざ い ますけど

も，現在日本の我々の身の回りに ある 工業製品がどう

い う状況 で あるかと い う こ とをお話 し出来ればと思 っ

て お ります。

　各々の 工業製勗 ， 特に皆様方
一

般の市民の 方々がお

使い に な る よ う な商勗 に つ い て は ，こ の 開発 に 当た っ

てまず市場調査が行われるの でありまして，現在どう

い うふ う な 製品が 好 ま れ て い る か，あ る い は ど う い う

ような製品が売れて い るのか，売れそ うなのか，と い
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